
76

『
商
工
名
録
』
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
た
。
全
国
的
に
は
、

商
工
名
鑑
か
商
工
名
簿
と
い
う
名
称
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
以
下
で
は
一
括
し
て
『
商
工
名
鑑
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

事
業
者
・
企
業
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
な
ど
が
契
約
会
社
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
業
種
別
・
規
模
別
・
地
域
別
等
に
デ
ー
タ
化
し
た
う
え
で

概
要
を
適
宜
公
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

「
特
別
企
画
：
東
京
都
内
企
業
『
メ
イ
ン
バ
ン
ク
』
動
向
調
査

（
二
〇
二
二
年
）」（
二
〇
二
三
年
一
月
三
〇
日
）
で
は
、
多
摩

信
金
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
認
識
し
て
い
る
会
社
の
増
加
数
が
都

内
で
最
大
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
近
年
の
デ
ー
タ
蓄
積
に
比
べ
れ
ば
、
各
地
の
『
商

工
名
鑑
』
か
ら
見
え
る
世
界
は
見
劣
り
す
る
。
そ
も
そ
も
地
域

が
限
定
さ
れ
て
い
る
し
、な
に
よ
り
き
わ
め
て
断
片
的
で
あ
る
。

26

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　

小
論
の
課
題
は
、
第
一
に
三
鷹
商
工
会
編
『
三
鷹
商
工
名
鑑

一
九
七
七
』
が
、
現
時
点
に
お
い
て
い
か
に
貴
重
な
刊
行
物
で

あ
る
か
を
紹
介
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
同
書
か
ら
地
域
金

融
の
分
析
視
点
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
商
工
名
鑑
』
と
い
う
の
は
、
各
地
の
商
工
会
議
所
や
商
工

会
が
編
纂
・
刊
行
し
た
会
員
名
簿
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
会
員

事
業
者
の
事
業
内
容
の
ほ
か
に
資
本
金
、
創
業
年
、
従
業
員
数
、

そ
し
て
取
引
金
融
機
関
（
以
下
、
取
引
銀
行
と
言
う
）
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

名
称
は
様
々
で
あ
り
、
主
要
地
を
と
る
と
、
東
京
商
工
会
議

所
は
『
商
工
名
簿
』、
名
古
屋
商
工
会
議
所
は
『
商
工
名
鑑
』、

京
都
商
工
会
議
所
は
『
商
工
人
名
録
』、
大
阪
商
工
会
議
所
は

佐
藤
　
政
則

『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
と
そ
こ
か
ら
見
え
る
地
域
金
融
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当
初
は
地
域
名
士
の
紹
介
や
単
純
な
名
簿
で
あ
っ
た
『
商
工

名
鑑
』
は
、
次
第
に
会
員
事
業
者
の
紹
介
・
宣
伝
と
い
う
役
割

を
担
う
よ
う
に
な
る
。
上
記『
東
京
商
工
名
簿　

昭
和
二
年
版
』

の
記
載
項
目
を
み
る
と
、
卸
・
小
売
・
製
造
別
の
営
業
品
目
、

仕
入
・
販
売
の
取
引
地
、
営
業
税
額
、
営
業
者
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
そ
し
て
郵
便
振
替
の
口
座
番
号
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
営
業
税
額
に
よ
っ
て
当
該
事
業
者
の
規
模
や
安

定
性
が
お
お
よ
そ
わ
か
る
。
ま
た
郵
便
振
替
口
座
に
よ
っ
て
入

金
等
の
利
便
性
が
高
ま
る
。

　

単
な
る
名
簿
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
流
れ
の
延
長
線
上
に

「
取
引
銀
行
」
を
付
加
す
る
も
の
が
現
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
利

便
性
だ
け
で
は
な
く
、
信
用
度
を
示
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
他
方
で
、
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
者
に
限
ら
れ
る
と

は
い
え
、
万
単
位
に
及
ぶ
大
量
の
商
工
業
者
が
ど
の
銀
行
を
取

引
先
と
認
識
し
て
い
た
の
か
を
個
々
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

東
京
の
場
合
、
昭
和
五
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
第
二
版　

東
京
商
工
名
簿　

昭
和
四
年
用
』に
取
引
銀
行
の
記
載
が
あ
る
。

同
書
の
昭
和
三
年
用
に
は
記
載
が
な
い
の
で
、
こ
の
昭
和
四
年

用
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
前
の
『
商
工
名
鑑
』
で
取
引

し
か
し
、
デ
ー
タ
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
お
い
て
、

個
々
の
事
業
者
の
取
引
銀
行
が
判
明
す
る
と
い
う
個
別
性
は
、

た
と
え
断
片
的
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
捨
て
が
た
い
魅
力
な
の

で
あ
る
。『

商
工
名
鑑
』
記
載
の
取
引
銀
行

　
『
商
工
名
鑑
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
全
国
の
県
、

市
、
区
立
図
書
館
が
、
断
片
的
に
所
蔵
し
て
い
る
。
な
か
で
も

所
蔵
冊
数
が
多
く
、地
域
的
範
囲
も
全
国
的
規
模
で
あ
る
の
は
、

国
立
国
会
図
書
館
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
は
、
い
つ
頃
か
ら
『
商

工
名
鑑
』
を
刊
行
し
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
で
検
索
を
か
け
る
と
、
東
京
で
は
『
東
京
商
工
名
簿　

昭

和
二
年
版
』（
一
九
二
七
年
版
）
が
初
出
に
な
る
。
ま
た
全
国

で
は
、
岡
山
商
業
会
議
所
が
『
岡
山
商
工
人
名
録
』
を
明
治
四 

二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
に
、
名
古
屋
商
業
会
議
所
が
『
名
古

屋
商
工
人
名
録
』
を
同
年
四
月
に
、
そ
し
て
大
阪
商
業
会
議
所

が
『
大
阪
商
工
名
録
』
を
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
九
月
に

刊
行
し
て
い
る
。
明
確
な
こ
と
は
詳
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
一 

〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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を
得
て
い
る
よ
う
な
「
優
良
」
事
業
者
が
対
象
で
あ
る
。
こ
れ

ら
事
業
者
が
地
域
金
融
の
中
核
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
と
し
て

も
、
よ
り
広
い
階
層
か
ら
地
域
金
融
を
と
ら
え
た
い
人
に
は
物

足
り
な
い
と
映
る
だ
ろ
う
。

東
京
都
下
の
『
商
工
名
鑑
』

　

東
京
都
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
表
1
は
、東
京
都
立
図
書
館
が
、

二
〇
一
七
年
二
月
時
点
で
所
蔵
し
て
い
た
都
下
の『
商
工
名
鑑
』

を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
、

『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
が
き
わ
め
て
貴
重
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
当
然
な
が
ら
、
全
国
的
傾
向
が
強

く
、
都
下
の
所
蔵
は
少
な
い
。
そ
れ
で
は
都
立
（
中
央
）
図
書

館
は
ど
う
か
。
さ
す
が
に
各
区
、
多
摩
各
市
に
お
け
る
『
商
工

名
鑑
』
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
果
た
し
て
、
名
簿
に
留
ま

ら
な
い
『
商
工
名
鑑
』
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
勇
躍
し
て

作
業
を
開
始
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
取
引
銀
行
、
従

業
員
数
、
資
本
金
額
、
創
業
年
の
四
項
目
に
つ
い
て
記
載
が
あ

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
同
表
右
欄
の
記
号
が
示
し

て
お
り
、
愕
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

銀
行
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
第
二
次
大

戦
後
に
は
記
載
項
目
が
大
き
く
変
わ
る
が
、
そ
れ
で
も
取
引
銀

行
ま
で
記
載
し
て
い
る
『
商
工
名
鑑
』
は
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
。

さ
ら
に
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る『
東
京
商
工
名
簿
』

は
一
九
五
三
年
版
が
最
後
に
な
り
、
分
析
対
象
時
期
も
限
定
さ

れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
継
続
的
に
取
引
銀
行
を
記
載
し
て
い
る
名
古

屋
商
工
会
議
所
編
『
名
古
屋
商
工
名
鑑
』
や
岡
崎
商
工
会
議
所

編
『
岡
崎
商
工
名
簿
』
は
、
稀
有
な
例
で
あ
る
。
し
か
も
両
書

は
、
お
お
む
ね
一
九
六
〇
年
代
〜
八
〇
年
代
と
い
う
長
期
を
カ

ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
。
前
者
は
、
愛
知
県
図
書
館
が
多
数
所
蔵
し

て
お
り
、
後
者
は
、
岡
崎
市
立
図
書
館
が
系
統
的
に
所
蔵
し
て

い
る
。

　

も
っ
と
も
『
商
工
名
鑑
』
記
載
の
取
引
銀
行
を
み
る
際
に
は
、

相
当
な
留
意
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
①
記
載
さ
れ
る
取
引

銀
行
は
、
あ
く
ま
で
も
会
員
事
業
者
の
認
識
を
示
し
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
実
際
に
そ
う
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
取
引
内

容
は
単
に
預
金
だ
け
な
の
か
、
貸
出
ま
で
あ
る
の
か
も
当
然
不

明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
銀
行
サ
イ
ド
か
ら
の
分
析
に
は
使
え

そ
う
で
、
使
え
な
い
。
②
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
会
員
資
格
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タ イ ト ル 等 取引
銀行

従業
員数

資本
金額

創業
年　

1 東京商工名鑑 昭和22年版 / 東京商工会議所／編纂 / 東京商工会議所，1947 × × × ×
2 五日市商工名鑑；1980年版  / 五日市商工会，1980.9 × △ × ×

3 五日市商工名鑑：創立25周年記念；1988年 /［五日市商工会／編］/ 五日市商工会，
1988.10 × △ × ×

4 国分寺市商工名鑑；1980年版 / 国分寺市商工会，1980.6 × △ × ×

5 国分寺市商工名鑑：創立40周年記念；2001年 / ［国分寺市商工会／編］/ 国分寺市商工会，
2001.3 × △ 〇 ×

6 青梅商工名鑑；1973 / 青梅商工名鑑編集委員会／編 / 青梅商工会議所，1973.11 × × 〇 ×
7 青梅商工名鑑：1979 / 青梅商工会議所／編 / 青梅商工会議所，1979.7 × △ 〇 ×
8 青梅商工名鑑 / ［青梅商工会議所／編］/ 青梅商工会議所，1982.10 × △ 〇 ×

9 青梅商工名鑑：創立35周年記念 / 青梅商工名鑑編集委員会／編 / 青梅商工会議所，
1987.11 × △ × ×

10 会員名簿：創立45周年記念 / ［青梅商工会議所／編］/ 青梅商工会議所，1998.2 × 〇 〇 〇
11 立川商工名鑑；1960 / 立川商工会議所／編集 / 立川商工会議所，1960.7 × × × ×
12 立川商工名鑑；1984年版 / 立川商工会議所／［編］/ 立川商工会議所，1984.3 × △ 〇 ×
13 たちかわ商工名鑑；1989年版 / 立川商工会議所／［編］/ 立川商工会議所，1989.2 × △ △ ×
14 立川商工名鑑 / 立川商工会議所，1994.11 × △ △ ×

15 八王子の商工名鑑：会員・特定商工業者名簿；1959 / 八王子商工会議所／編集 / 八王子
商工会議所，1959 × × 〇 ×

16 八王子商工名鑑；1965年版 / 八王子商工会議所／編 / 八王子商工会議所，1965.5 × × × ×
17 八王子商工名鑑；1977年版 / 八王子商工会議所／編 / 八王子商工会議所，1977.3 × 〇 〇 ×
18 八王子商工名鑑；1980 / 八王子商工会議所／編 / 八王子商工会議所，1980 × 〇 〇 ×
19 八王子商工名鑑；1984年版 / ［八王子商工会議所／編］/ 八王子商工会議所，1984.9 × △ 〇 ×
20 羽村町商工名鑑：1980年版 / ［羽村町商工会／編］/ 羽村町商工会，1980.10 × △ × ×
21 羽村町商工名鑑：商工会法制定25周年記念；1985 / 羽村町商工会，1985.2 × △ × ×
22 東村山市商工名鑑：創立25周年記念；1987年版 / 東村山市商工会，1987.4 × △ × ×
23 東村山市商工名鑑：創立30周年記念 / 東村山市商工会，1993.8 × △ × ×
24 日野市商工名鑑；1968 / 日野市／編 / 日野市商工会，1968.4 × × × ×
25 日野市商工名鑑：創立25周年記念 / ［日野市商工会／編］/ 日野市商工会，1986 × △ × ×
26 日野市商工名鑑；平成3年度 / ［日野市商工会／編］/ 日野市商工会，［1992］ × △ × ×
27 三鷹市商工名鑑；1963 / 三鷹市／編 / 三鷹市，1963.3 × × × ×
28 三鷹商工名鑑；1977 / 三鷹商工会，1977.1 〇 〇 〇 〇
29 武蔵野市商工名鑑：昭和27年版 / 武蔵野市産業課／編 / 武蔵野市，1952.1 × × × ×

30 武蔵野商工名鑑：創立40周年記念 / ［武蔵野商工会議所／編］/ 武蔵野商工会議所，
1990.8 × △ 〇 ×

31 むさし府中商工名鑑；1979 / むさし府中商工会議所／編集 / むさし府中商工会議所，
1979.3 × △ × ×

32 むさし府中商工名鑑；1983 / むさし府中商工会議所／［編］/ むさし府中商工会議所，
1984.3 × 〇 〇 ×

33 むさし府中；1988 / ［むさし府中商工会議所／編］/ むさし府中商工会議所，1988.1 × 〇 〇 ×

34 武蔵村山市商工名鑑；10周年記念・1979 / ［武蔵村山市商工会／編］/ 武蔵村山市商工会，
1979.5 × △ 〇 ×

35 くにたち商工名鑑：設立30年の歩み / 国立市商工会／編 / 国立市商工会，1993.1 × △ × ×
36 町田商工名鑑；1991 / 町田商工会議所，1991.3 × 〇 〇 〇

37 東久留米市商工名鑑：商工会設立35周年記念；1997年 / ［東久留米市商工会／編］/ 東久
留米市商工会，1997.11 × △ × ×

38 東大和市商工名鑑：創立30周年記念；1998年 / ［東大和市商工会／編］/ 東大和市商工会，
1998.3 × △ × ×

39 日の出町商工会名鑑：創立10周年記念；1999年 / ［日の出町商工会／編］/ 日の出町商工
会，1999.5 × × × ×

40 府中市商工名簿；昭和50年 / 府中市市民部産業課／編 / 府中市，1975.3 × △ × ×
41 多摩市商工名鑑 / 多摩市市民部産業経済課／編 / 多摩市市民部産業経済課，1979 × × × ×
42 小平市商工名鑑；昭和55年度版 / 小平商工会，1980.1 × △ △ ×
43 墨田区商工名鑑；1961 / 墨田区／編 / 墨田区，1962.3 × × × ×
44 墨田区商工名鑑；1974 / 墨田区／編 / 墨田区，1974 × △ × ×

表 1　都立中央図書館所蔵　都区・多摩各『商工名鑑(名簿)』
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従
業
員
数
、
資
本
金
額
、
創
業
年
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
散
見

で
き
る
が
、
取
引
銀
行
に
関
し
て
は
統
一
的
に
記
載
が
な
か
っ

た
。
そ
の
な
か
で
、
ポ
ツ
ン
と
一
点
だ
け
四
項
目
を
完
備
し
た

『
商
工
名
鑑
』
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
三
鷹
商
工
会
編
の
『
三

鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
三
鷹
市
立
図

書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
同
商
工
会
編
の
『
商
工
名
簿
一
九
七
〇
』

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
取
引
銀
行
、
従
業
員
数
、
資
本
金
額
、

創
業
年
の
い
ず
れ
も
記
載
が
な
か
っ
た
。
何
が
起
き
た
の
か
は

不
明
だ
が
、
同
じ
商
工
会
な
が
ら
一
九
七
七
年
版
だ
け
が
異
彩

を
放
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
都
立
図
書
館
の
書
庫
で
長
く
埋

没
し
て
い
た
『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
が
発
掘
さ
れ
、
現

役
復
帰
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
を
編
纂
し
た
三
鷹
商
工

会
は
、
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
多
摩
地
域
有
数
の

「
工
業
の
ま
ち
」
を
背
景
に
、「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
（
一
九
六
〇
年
六
月
）
直
後
と
な
る
同
年
一
〇

月
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
東
京
で
最
初
の
商
工
会
で
あ

り
、
全
国
で
も
二
番
目
で
あ
っ
た
と
い
う
。
三
鷹
商
工
会
に
集

ま
っ
た
事
業
者
に
は
、
従
業
員
数
、
資
本
金
額
、
創
業
年
だ
け

で
は
な
く
取
引
銀
行
ま
で
開
示
す
る
自
信
の
よ
う
な
も
の
が
、

45 東京都豊島区商工名鑑；昭和25年版 / 豊島区／編 / 豊島区，1950.2 × × × ×

46 豊島区商工名鑑；'63 / 豊島区商工名鑑編纂委員会／編集 / 東京都豊島区商工連合会，
1963.1 × △ × ×

47 足立区商工名鑑；1974 / 足立区役所区民部経済課／編 / 足立区役所区民部経済課，
1974.3 × △ △ ×

48 足立区商工名鑑；1981 / 足立区区民部経済課／編 / 足立区区民部経済課，1981 × △ △ ×
49 台東区商工名鑑；1952 / 東京都台東区役所／編纂 / 台東区商工名鑑編纂委員会，1952.3 × × × ×
50 台東区商工名鑑；1960 / [台東区／編] / 台東区，1960.3 × × × ×
51 中央区商工名鑑；卸・製造業者編 昭和27年版 / 中央区／編集 / 中央区，1952.3 × × × ×
52 中央区商工名鑑；製造・卸売業編 昭和31年版 / 中央区／編 / 中央区，1956.10 × × × ×
53 中央区商工名鑑；1961年版 / 東京都中央区役所／編集 / 中央区，1961.3 × × × ×
54 中央区商工名鑑；1969年版 / 中央区／編 / 中央区，1969.3 × × × ×
55 東京都千代田区商工名鑑 / 千代田区／編 / 千代田区商工名鑑編纂委員会，1951 × × × ×
56 千代田区商工名鑑；1960 / 東京都千代田区役所／編集 / 千代田区，1960.3 × × × ×
57 千代田区商工名鑑；1971 / 千代田区／編 / 千代田区，1971 × 〇 〇 ×
58 荒川区商工名鑑；1961 / 荒川区／編 / 荒川区商工課，1961 × × × ×
59 荒川区商工名鑑；1971 / 荒川区区民部経済課／編 / 荒川区区民部経済課，1971 × × × ×
60 文京区商工名鑑；1971 / 文京区商工名鑑作成委員会／編 / 文京区産業連合会，1972 × × × ×
61 目黒区商工名鑑；1980年版 / 目黒区区民部経済課／編 / 目黒区区民部経済課，1980.3 × △ × ×
62 新宿区商工名簿；1964 / 新宿区／編 / 新宿区商工課，[1964] × × × ×

63 中野区商工名簿；1962 / 東京都中野区経済課産業係／編集 / 東京都中野区経済課産業係，
1963.3 × × × ×

（注）①〇印は記載あり、×は記載なし、△は規模別に記号化されて記載。 
②資本金の記載があっても、小規模会社が圧倒的なことから、記載会社が少数の場合もある。 
③戦前大都市の『商工名鑑』に見られた商圏（取引先地）の記載は、小規模会社が圧倒的な上記『名鑑』類には記載がない。 
④No.2の『東京商工名鑑』は4項目共記載がないが、1949年版、1953年版には全て記載がある。ただし一定規模以上が対象となっている。 
⑤上記の所蔵調査は2017年2月に実施した。
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一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
三
鷹
の
地
域
金
融
と
都
銀

　

佐
藤
が
新
井
大
輔
氏
に
『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七
七
』
を
提

供
し
、
そ
れ
を
用
い
て
三
鷹
の
地
域
金
融
機
関
を
分
析
し
た
の

が
、
新
井
（
二
〇
一
九
）
で
あ
っ
た
。
都
銀
支
店
や
信
金
支
店

の
立
地
を
組
み
込
ん
で
、
三
鷹
に
お
け
る
都
銀
と
信
金
と
の
す

み
分
け
に
留
ま
ら
ず
、
信
金
間
の
す
み
分
け
ま
で
も
明
ら
か
に

し
た
優
れ
た
論
考
で
あ
る
。

　

新
井
（
二
〇
一
九
）
に
よ
れ
ば
、『
三
鷹
商
工
名
鑑
一
九
七 

七
』
の
掲
載
会
員
数
は
一
三
二
三
事
業
者
、
こ
こ
か
ら
金
融
と

保
険
業
、
取
引
銀
行
の
記
載
な
し
を
除
い
た
九
八
四
事
業
者
が

分
析
対
象
に
な
る
。
こ
れ
ら
が
取
引
銀
行
と
認
識
し
て
い
る
金

融
機
関
を
表
示
し
た
の
が
、
新
井
氏
作
成
の
表
2
で
あ
る
。
こ

の
表
は
、
実
に
意
味
深
い
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　

新
井
氏
は
、信
用
金
庫
に
強
い
関
心
を
抱
く
研
究
者
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
金
融
と
言
う
よ
り
も
中
小
企
業
金
融
に
視
点
を

置
い
て
い
る
。
そ
の
影
響
な
の
か
、
同
表
か
ら
新
井
氏
が
見
た

も
の
は
、「
信
金
」
の
シ
ェ
ア
で
あ
り
、「
信
金
」
の
単
独
比
率

（
取
引
銀
行
を
一
行
し
か
記
載
し
な
か
っ
た
事
業
者
）
の
高
さ

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
な
か
な
か
解
釈
が
難
し
い
後
者
（
単

独
比
率
の
高
さ
）
の
指
摘
は
、
信
金
の
事
業
基
盤
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
く
ま
で
も
任
意
記

載
ベ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
一
行
と
し
か
取
引
が
な
い
の

か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
了
解
で

き
る
。

　

た
し
か
に
、
こ
う
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
素
直

に
表
2
を
見
れ
ば
、
ま
ず
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
「
都
銀
等
」

業態 事業者数 シェア 単独比率
信金 249 25.3% 64.7%
都銀等 527 53.6% 40.4%
農協・信組 144 14.6% 60.8%
地銀・相銀 64 6.5% 48.4%

計 984 100% 50.2%
上位10行 事業者数 シェア 単独比率

１　三菱銀行 138 14.0% 39.9%
２　第一勧業銀行 135 13.7% 35.6%
３　富士銀行 131 13.3% 43.5%
４　三鷹市農業協同組合 110 11.2% 61.8%
５　太平信用金庫 81 8.2% 71.6%
６　多摩中央信用金庫 59 6.0% 64.4%
７　東京都民銀行 55 5.6% 43.6%
８　松沢信用金庫 43 4.4% 65.1%
９　三和銀行 40 4.1% 40.0%
10　西武信用金庫 36 3.7% 55.6%

上位10行計 828 84.1% 49.8%
出所：新井（2019）表２

表 2　984事業者の取引銀行
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を
取
引
銀
行
と
し
た
事
業
者
の
多
さ
で
あ
り
、
な
か
で
も
三
菱

銀
行
（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、
第
一
勧
業
銀
行
（
現
・
み

ず
ほ
銀
行
）、
富
士
銀
行
（
現
・
み
ず
ほ
銀
行
）
と
い
っ
た
都

銀
を
取
引
銀
行
と
し
た
事
業
者
の
多
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
こ
れ
ら
都
銀
支
店
が
、
従
業
員
数
の

相
対
的
に
多
い
（
事
業
規
模
の
大
き
い
）
事
業
者
だ
け
か
ら
取

引
銀
行
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
従
業
員
数
が
一
人

か
ら
五
人
と
い
う
最
小
規
模
の
事
業
者
か
ら
も
、
信
金
を
か
な

り
上
回
る
支
持
を
集
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
新
井
二
〇
一 

九
の
表
3
を
参
照
）。

　

都
銀
に
対
す
る
支
持
の
高
さ
と
信
金
に
お
け
る
単
独
比
率
の

高
さ
は
、
と
も
に
三
鷹
の
地
域
金
融
な
い
し
中
小
企
業
金
融
を

体
現
し
て
い
る
。
そ
う
表
2
は
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当

面
は
、
都
銀
支
店
が
果
た
し
て
き
た
地
域
金
融
に
お
け
る
役
割

の
解
明
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
地
域
金
融
機
能
の
中
核
を
担
う
の

が
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、「
地

域
金
融
機
関
あ
り
き
」
の
議
論
は
、
表
2
が
示
す
実
態
と
異
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
が
求
め
る
地
域
金
融
と
は
何
か

を
照
射
で
き
な
い
と
懸
念
す
る
。
今
こ
そ
地
域
社
会
に
視
点
を

お
い
た
地
域
金
融
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に
代
え
て

　

各
地
の
『
商
工
名
鑑
』
に
は
、
取
引
銀
行
だ
け
で
は
な
く
、

当
該
地
域
で
活
動
す
る
あ
ら
ゆ
る
金
融
組
織
が
会
員
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
当
該
地
域
社
会
が
必
要
と
し

な
い
金
融
組
織
は
登
場
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
地
域
社

会
が
求
め
る
金
融
機
能
と
そ
れ
を
担
う
金
融
組
織
を
、
地
域
社

会
全
体
か
ら
考
え
る
と
い
う
視
点
は
、『
商
工
名
鑑
』
が
強
要

す
る
視
点
で
も
あ
る
。
地
域
社
会
を
考
え
る
う
え
で
『
商
工
名

鑑
』
か
ら
得
る
も
の
は
多
い
。

　

地
域
社
会
を
金
融
で
把
握
し
た
場
合
、
あ
る
程
度
自
己
完
結

し
た
世
界
を
も
ち
（
地
域
的
資
金
循
環
）、
他
の
地
域
や
大
都

市
と
も
繋
が
っ
て
（
広
域
資
金
循
環
）
成
立
し
て
い
る
と
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
当
該
社
会
を
構
成
す
る
住
民
、

事
業
者
・
会
社
、
自
治
体
な
ど
が
求
め
る
地
域
金
融
機
能
は
、

き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
し
か
も
歴
史
的
に
変
化
す
る
。

　

例
え
ば
、
銀
行
等
の
小
口
金
融
が
整
備
・
充
実
す
る
ま
で
、

質
屋
、
頼
母
子
講
（
無
尽
）、
サ
ラ
金
が
な
け
れ
ば
困
る
住
民

や
事
業
者
は
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
戦
前
に
多
摩
地
域
で
活

動
し
た
数
多
の
地
域
銀
行
が
な
け
れ
ば
、
経
済
的
基
礎
は
築
か
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れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
機
能
は
、
そ
れ
ら
地
域
銀
行
を
統

合
し
た
都
銀
に
あ
る
程
度
は
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
で
も
充
足
で
き
な
い
金
融
機
能
は
、
産
業
組
合
、
信
組
、
信

金
の
結
成
を
生
ん
だ
。
さ
ら
に
貯
蓄
機
能
を
果
た
す
郵
便
局（
郵

便
貯
金
）、
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
証
券
会
社
も
次
第
に
必
要

に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
各
々
の
金
融
組
織
が
、
地
域
社
会
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
多

摩
の
金
融
史
」
を
通
じ
て
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
回
で
二
六
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
が
、
照
射
で
き
た
事
態
よ

り
も
ま
だ
ま
だ
未
解
明
な
事
柄
の
ほ
う
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

　

昨
年
、
九
〇
年
を
経
過
し
、
い
よ
い
よ
二
〇
三
三
年
の
一
〇 

〇
年
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
多
摩
信
用
金
庫
で
あ
る
が
、
本
連

載
も
一
〇
〇
回
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
五 

〇
回
突
破
を
目
指
そ
う
。
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